
平成２６年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について
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広聴活動事業

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 主管課 秘書広報課

会計 小事大事
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対象

市民からの意見聴取として、市長への手紙、市政へのメール、タウンミーティングを実施
し、出された意見要望を市政へ反映させる。また、法律相談、登記相談、交通事故相談、不
動産相談、外国人相談、暮らしの手続き相談といった専門相談を実施し、市民生活で生じる
問題解決に向けた一助とする。

行政に対する要望が多様化する中で、市民からの要望や質問に対する回答についてメールを
活用しより迅速な対応が可能となった。また、簡易な疑問等はインターネット検索により容
易に回答を得ることが出来る

市民の意見・要望を広く集め、市政へ反映させサービスの
向上を図る。また、市民生活で生じる問題の解決に向けた
相談業務を実施する。

主管課長飯塚　修司市民参加の地域社会づくり

名　　称 平成2４年度 平成2５年度 平成2６年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

相談を要する市民 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

タウンミーティング参加
者数

393 289 426 人 ↗↗↗ 参加者の数

手紙、メール等の数600 583

平成2５年度

11,718,079 11,318,238

1.50

件 ↘↘↘649

→→875 826

11,440,180

11,718,079 11,318,238 11,440,180

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

28,495,279 27,685,738 27,691,079

意見・要望を市政に反映させることに
より、市民サービスの向上を図った。
また、相談窓口の開設により、市民生
活の不安等の解決に寄与することがで
きた。

平成2４年度 平成2６年度

4.00 3.50 3.50

16,777,200 16,367,500 16,250,899

1.40 1.50

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

質問や苦情の減少は情報発信の充実や安定的な行政運
営に

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取り組
みの課題

市政に対する意見聴取の窓口として、
関係各課との連携強化を図る必要があ
る。

④今後の
改善計画

解決に向けてのスキルアップを図ると
共に、市民に対し中立公正な立場を維
持する。

①今年度
(H26)の
改善計画

②今年度
(H26)に
実施した
取り組み

市民からの声を市政に反映させる機会
を維持していく。

引き続き回答への迅速化を図った。


